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　はじめに

キンチャクダイ科アブラヤッコ属 Centropyge

は，日本国内から 12種が記録されている（島田，

2013）．

2019年 2月 3日に屋久島一湊の水深約 19 mか

ら 1個体のアブラヤッコ属魚類が採集された．そ

の後，この標本（KAUM–I. 127639）は形態・色

彩的特徴からチャイロヤッコ Centropyge fisheriに

同定された．本種は日本国内では伊豆諸島から宮

崎県日南の太平洋沿岸，琉球列島（大隅諸島を含

む），および小笠原諸島から記録されており（島田，

2013；Motomura and Harazaki, 2017），このうち，

屋久島の記録は水中写真に基づく記録で，これま

で標本は得られていなかった．したがって，上述

の個体はチャイロヤッコが屋久島に生息すること

を証明する証拠標本となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Yasuda (1979)に

したがった．標本の作製，登録，撮影，および固

定方法は本村（2009）に準拠した．標準体長は体

長または SLと表記した．計測はデジタルノギス

を用いて 0.1 mm単位まで行った．本報告で用い

た標本は鹿児島県屋久島産の 1標本［KAUM–I. 

127639，体長 42.1 mm，一湊（30°27′35″N, 130° 

29′17″E），水深 18.8 m，手網，2019年 2月 3日，

藤原恭司］で，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，生鮮時の写真（Fig. 

1）は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

鹿児島県屋久島産の 1標本は，間鰓蓋骨下縁

が鋸歯状，下鰓蓋骨に棘をそなえる，体側中央部

鱗の鱗紋中心が露出する，尾鰭が截形で上下葉が

伸長しない，眼周囲が被鱗することなどの特徴か

ら Pyle (2001)が定義した Centropyge属に同定さ

れた．さらに，尾鰭後縁が僅かに丸い，体は全体

的に茶褐色で，黄色域がない，体中央部に白色斑

がない，鰓蓋上部後方に淡色斑がない，腹鰭棘と

腹鰭第 1軟条，臀鰭縁辺，および背鰭縁辺（第

1–3棘を除く）が輝青色，および胸鰭と尾鰭が淡

い黄色であることなどの特徴が吉野・瀬能（2008）

と島田（2013）が示したチャイロヤッコ Centro-

pyge fisheriの特徴によく一致した．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．背鰭条数 XIV, 15；臀鰭条数 III, 17；胸鰭条

数 i + 13 + i；胸鰭条数 I, 5；尾鰭条数 i + 15 + i；

側線有孔鱗数 35；縦列鱗数 44；側線上方鱗数 6；

側線下方鱗数 16；尾柄鱗数 12；鰓耙数 4 + 14．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）体高

47.4；体幅 19.0；頭長 29.7；吻長 8.7；眼径 9.4；

両眼間隔 8.6；前鰓蓋棘長 9.8；尾柄高 10.9；尾柄

長 11.6；背鰭前長 34.6；腹鰭前長 33.3；臀鰭前長

60.6；背鰭基底長 68.3；背鰭第 1棘長 6.0；背鰭

第 2棘長 9.5；背鰭第 3棘長 12.3；背鰭最後棘長
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17.0；背鰭最長軟条長 15.7；臀鰭基底長 37.4；臀

鰭第 1棘長 9.2；臀鰭第 2棘長 13.8；臀鰭第 3棘

長 13.8；臀鰭最長軟条長 18.6；尾鰭長 22.2；胸鰭

長 24.4；腹鰭棘長 18.5；腹鰭長 24.3．

チャイロヤッコの屋久島における記録は吉野・

瀬能（2008）の水中写真に基づくのみで（Motomura 

Fig. 1. Fresh specimen of Centropyge fisheri (KAUM–I. 127639, 42.1 mm SL) from Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan. Both photographs were taken soon after the fish was captured, the top image against a black background, the bottom 
against a white.
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and Harazaki, 2017），これまで本種の標本は得ら

れていなかった．しがたって，本標本（KAUM–I. 

127639）はチャイロヤッコの屋久島における標本

に基づく初めての記録となる．
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